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■問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内線３０１・３０２）

２月１５日（土）午前１０時 ～ 正午
みほふれ愛プラザ２階研修室

議会報告会議会報告会

多くの皆さんの参加を

お待ちしております

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８
問合せ　企画財政課

☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８
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少子高齢化の急速な進展や地域社会における人間
関係の希薄化など社会環境が大きく変化してきてい
る中、次世代を担う若者が生き甲斐を持って社会で
生きていける体制の整備は大人の責務であると思い
ます。

子どもの育て方における性別についての考え方に
ついて、内閣府「令和元年度男女共同参画白書」によ
ると昭和４７年に「男の子は男の子らしく、女の子は
女の子らしく育てるべき」と考えるのは母親７４．８％、
父親７８．３％に達していましたが、平成２６年には母親

４０．４％、父
親６４．１％と
大きく減少
しています。
《※表１参
照》また親
が子どもに
期待する進
路は、平成
２６年におい
て、「大学ま

で」が女子は５６．７％、男子は６５．５％と過半数以上の
親が女子にも大学までの進学を期待しています。
内閣府「多様な選択を可能にする学びに関する調
査」によると、親や家族から勉強や進路、職業選択
について女性は母親から、男性は父親から大きく影
響を受け、性別を理由に制約を受けたり推奨された
ことがある割合は男性が高くなっています。

先日、観光バスの運転手でガイドをもこなすとい
う女性に出会いました。逞しくハツラツと働いてい
る姿にご苦労を物ともせず自分の得意分野を活かし
充実した人生を歩まれているようにうかがえました。
人生１００歳時代。美浦村の子育て、生涯学習の場
が多様な選択可能な場として充実する一助となる活
動を進めていけたらと思っています。
　　　【美浦村女性行政推進協議会：林　昌子】

男女ともに多様な選択を

　　　　可能にする学びを

男女ともに多様な選択を

　　　　可能にする学びを

男女ともに多様な選択を

　　　　可能にする学びを

表１．「男の子は男の子らしく、女の子は女の
　　　子らしく育てるべき」と考える人の割合

出典：内閣府「令和元年版男女共同参画白書」

一緒に活動しませんか？一緒に活動しませんか？
美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみほの会）では、活
動を共にできる会員を男女問わず随時募集しています。
どうぞお気軽にお声かけください。
■問合せ先　企画財政課

美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみほの会）では、活
動を共にできる会員を男女問わず随時募集しています。
どうぞお気軽にお声かけください。
■問合せ先　企画財政課
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